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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 14,497 △10.5 1,009 41.6 1,001 49.2 376 △49.2
22年3月期第3四半期 16,203 ― 712 ― 671 ― 742 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 21.27 ―
22年3月期第3四半期 41.86 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 14,108 4,596 32.6 259.31
22年3月期 17,315 4,219 24.4 237.95

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  4,596百万円 22年3月期  4,219百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,000 △14.4 1,030 △6.3 1,010 △2.8 380 △18.1 21.44



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 18,602,244株 22年3月期  18,602,244株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  875,538株 22年3月期  870,201株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 17,727,638株 22年3月期3Q 17,732,503株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、百年に一度といわれた金融危機から２年余りが経過しており

ますが、円高やデフレの長期化等から依然足踏み状態にあり、先行き不透明な状況で推移しております。  

 当建設業界におきましては、マンション事業の底打ち感や国による耐震補強事業の推進等から建築事業は緩や

かながら回復傾向にありますが、土木工事は、平成22年度公共事業予算が大幅に削減されたことから、総じて厳

しい受注環境になりました。 

 このような状況のなかで、当社は「第２次経営再建中期計画」の着実な進捗で継続した黒字決算を確保するた

め、採算性を重視した選別受注の徹底を行い、土木、建築の受注高確保に向けた営業強化に努めました。 

また、「安全・品質・コスト」の３点を重点項目とした施工の効率化や原価管理の徹底を推し進め、利益率の 

改善に努めました。  

 この結果、当第３四半期累計期間の業績につきましては、受注高は9,533百万円（前年同期比33.3％減）、売上

高は14,497百万円（前年同期比10.5％減）、営業利益1,009百万円（前年同期比41.6％増）、経常利益1,001百万

円（前年同期比49.2％増）となりましたが、特別損失を計上したことにより、四半期純利益376百万円（前年同期

比49.2％減）となりました。  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

 ①資産、負債及び純資産の状況    

 当第３四半期会計期間末の資産合計は、借入金の返済による現金預金の減少や工事代金の回収による売掛

債権の減少等により前事業年度末と比べ3,206百万円減少し、14,108百万円となりました。 

 負債合計は、短期借入金の返済及び支払手形・工事未払金等の減少により前事業年度末と比べ3,583百万円

減少し、9,511百万円となりました。 

 純資産合計は、当第３四半期累計期間が純利益となったことから前事業年度末と比べ377百万円増加し、

4,596百万円となりました。また、自己資本比率は前事業年度末に比べ8.2ポイント増加し、32.6％となりま

した。 

  

 ②キャッシュ・フローの状況   

 当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ1,073百万円減少し、2,013

百万円となりました。 

  当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 (営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、当第３四半期累計期間が純利益になったことや工事代金の回収等

により1,371百万円の資金獲得となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得等により54百万円の支出となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュフローは、借入金の返済等により2,391百万円の支出となりました。   

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

  当事業年度の業績予想の詳細な要因等につきましては、本日同時発表の「特別損失の計上及び業績予想の修正

に関するお知らせ」をご覧ください。   

  売上高につきましては、手持ち工事の順調な進捗により20,000百万円の見通しであります。 

  損益につきましては、公共事業の大幅な削減から競争が激化し受注工事の利益率は低下傾向にありますが、施

工の効率化及び原価管理の徹底などを推し進めたことで利益率が改善していることから、営業利益は1,030百万

円、経常利益は1,010百万円を見込んでおります。 

  当期純利益につきましては、公正取引委員会からの審決が確定したことやその後の手続きを進めるなかで損害

賠償請求が提起される可能性を含め総合的に検討し、予想される損失額595百万円を当第３四半期の特別損失と

して計上したことにより、380百万円を見込んでおります。 

  

  

  

  

  

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

  ①貸倒見積高を算定する方法 

     一般債権の貸倒見積高の算定については、前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため

   前事業年度決算において算定した貸倒実績率を使用しております。 

  ②たな卸資産の評価方法 

    四半期会計期間末におけるたな卸高の算出に関して、実地たな卸を省略し、前事業年度末に係る実地たな卸を 

   基礎として合理的な方法により算定しております。 

  ③経過勘定科目 

    四半期会計期間末における経過勘定科目については、契約内容や未経過期間が一定のものは、合理的な方法に 

   より概算額で計上しております。 

  ④固定資産の減価償却費の算定方法 

    減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費については、当事業年度に係る減価償却費 

   の額を期間按分して算定しております。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

  資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これによる四半期貸借対照表及び四半期損益計算書に与える影響はありません。  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 2,013 3,087

受取手形・完成工事未収入金等 4,778 6,170

未成工事支出金 487 1,170

材料貯蔵品 57 75

その他 480 279

貸倒引当金 △13 △11

流動資産合計 7,803 10,772

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,567 1,639

土地 3,229 3,229

その他（純額） 1,224 1,376

有形固定資産合計 6,020 6,244

無形固定資産 40 56

投資その他の資産 243 240

固定資産合計 6,305 6,542

資産合計 14,108 17,315

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 5,067 5,274

短期借入金 400 2,790

未払法人税等 35 51

未成工事受入金 443 1,868

完成工事補償引当金 22 23

工事損失引当金 81 99

その他 962 1,139

流動負債合計 7,012 11,247

固定負債   

退職給付引当金 976 964

投資損失引当金 60 60

課徴金等引当金 1,222 627

その他 240 196

固定負債合計 2,499 1,848

負債合計 9,511 13,095
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（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,379 2,379

資本剰余金 1,711 1,711

利益剰余金 840 464

自己株式 △333 △333

株主資本合計 4,598 4,221

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1 △2

評価・換算差額等合計 △1 △2

純資産合計 4,596 4,219

負債純資産合計 14,108 17,315
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 16,203 14,497

売上原価 14,337 12,367

売上総利益 1,865 2,130

販売費及び一般管理費 1,152 1,121

営業利益 712 1,009

営業外収益   

受取賃貸料 11 11

負ののれん償却額 12 －

その他 23 22

営業外収益合計 47 33

営業外費用   

支払利息 69 10

支払保証料 － 11

休止固定資産減価償却費 － 10

その他 19 9

営業外費用合計 89 41

経常利益 671 1,001

特別利益   

投資有価証券売却益 58 －

固定資産売却益 54 1

その他 7 －

特別利益合計 120 1

特別損失   

投資有価証券売却損 16 1

投資有価証券評価損 － 2

固定資産除却損 － 2

課徴金等引当金繰入額 － 595

その他 1 －

特別損失合計 17 600

税引前四半期純利益 773 401

法人税、住民税及び事業税 31 24

法人税等調整額 － －

法人税等合計 31 24

四半期純利益 742 376
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 773 401

減価償却費 461 322

課徴金等引当金の増減額(△は減少) － 595

売上債権の増減額（△は増加） 1,233 1,392

未成工事支出金の増減額（△は増加） 2,153 683

仕入債務の増減額（△は減少） △3,102 △206

未成工事受入金の増減額（△は減少） △1,091 △1,424

未払消費税等の増減額（△は減少） － △574

その他 199 236

小計 627 1,424

利息及び配当金の受取額 5 0

利息の支払額 △65 △9

法人税等の支払額 △40 △44

特別退職金の支払額 △541 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △14 1,371

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △520 △60

有形固定資産の売却による収入 124 1

投資有価証券の売却による収入 338 4

その他 △8 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △66 △54

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） △767 △2,390

長期借入金の返済による支出 △165 －

その他 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △934 △2,391

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,014 △1,073

現金及び現金同等物の期首残高 2,862 3,087

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,848 2,013
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  該当事項はありません。  

  

１．報告セグメントの概要 

      当第３四半期累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）及び当第３四半期会計期間（自平成22年

10月１日 至平成22年12月31日） 

      当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営 

  資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

      当社は、ＰＣ技術をコア技術とした土木・建築工事の請負、企画、設計、施工管理及び製品の製造・販売を行

う土木事業、建築事業を主要事業とし、事業別に本部を置き、各本部は事業毎に包括的な戦略を立案し、事業活

動を展開しております。また不動産賃貸事業は、資産の有効活用を目的とした不動産の賃貸、管理等を行ってお

ります。 

したがって、当社は、建設事業部門を基礎とした土木・建築別のセグメント「土木事業」、「建築事業」及

び賃貸部門の「不動産賃貸事業」の３つを報告セグメントとしております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

     当第３四半期累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）         （単位：百万円）  

  

当第３四半期会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）       （単位：百万円）  

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設資機材のリース等で  

          あります。 

２. セグメント利益は、四半期損益計算書計上額の「売上総利益」と調整を行っております。  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

報告セグメント 
その他 
（注１）

合計 
  

調整額 
  

四半期損益
計算書計上

額 
（注２）

土木事業 建築事業 
不動産 
賃貸事業

計 

売上高                 

外部顧客への売上高 11,252 3,022 171 14,446  50 14,497 － 14,497 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － － － － － 

計 11,252 3,022 171 14,446 50 14,497 － 14,497 

セグメント利益 1,595 440  82 2,118 11 2,130 － 2,130 

  

報告セグメント 
その他 
（注１）

合計 
  

調整額 
  

四半期損益
計算書計上

額 
（注２）

土木事業 建築事業 
不動産 
賃貸事業

計 

売上高                 

外部顧客への売上高 4,384 1,038 58 5,481    2 5,484 － 5,484 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － － － － － 

計 4,384 1,038 58 5,481 2 5,484 － 5,484 

セグメント利益 571 206 29 807 2 809 － 809 
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  該当事項はありません。 

  

  

 受注・売上・繰越高 

（1）受注高 

                                           （単位：百万円） 

 （注）「その他」は、製品の製造・販売、不動産賃貸及び建設資機材のリース等であります。 

  

（2）売上高 

                                           （単位：百万円） 

 （注）「その他」は、製品の製造・販売、不動産賃貸及び建設資機材のリース等であります。 

  

（3）繰越高 

                                           （単位：百万円） 

 （注）「その他」は、製品の製造・販売、不動産賃貸及び建設資機材のリース等であります。  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

項目 
前第３四半期累計期間 
（自平成21年４月１日 
至平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間 
（自平成22年４月１日 
至平成22年12月31日）

増 減  前年同四半期比 

土木工事 12,870 6,132    △6,737    △52.3 ％ 

建築工事 971 1,251 279     28.8 

小 計 13,842 7,384 △6,457 △46.7 

その他 454 2,148 1,694    373.0 

合 計 14,296 9,533 △4,763     △33.3 

項目 
前第３四半期累計期間 
（自平成21年４月１日 
至平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間 
（自平成22年４月１日 
至平成22年12月31日）

増 減  前年同四半期比 

土木工事 12,287 11,154 △1,133    △9.2 ％ 

建築工事 3,452 2,629 △823     △23.9 

小 計 15,740 13,783 △1,956 △12.4 

その他  463 713 250     54.0 

合 計 16,203 14,497 △1,706     △10.5 

項目 
前第３四半期累計期間 
（自平成21年４月１日 
至平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間 
（自平成22年４月１日 
至平成22年12月31日）

増 減  前年同四半期比 

土木工事 19,078 13,509    △5,568    △29.2 ％ 

建築工事 1,808 635    △1,172     △64.9 

小 計 20,886 14,145 △6,741  △32.3  

その他  86 2,969     2,883     3352.8 

合 計 20,972 17,114     △3,857     △18.4 
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